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本日のアジェンダ

本日は以下2点を中心にご説明をさせていただきます。

1：標高成果改定について

2：令和7年度以降のI-Construction、BIM/CIMの動向について

2-1：業界動向

2-2：BIM/CIM実施方針（2025）

2-3：3次元モデルについて

2-4：BIM/CIM取組状況

2-5：令和7年の取組



標高成果の改定について



1-1：全国標高成果の改定
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・衛星測位を基準とする標高体系の移行に伴い、「測地成果2024」では標高値が異なります。

・4月1日をまたいでいる場合、VRS方式を利用する際には補正情報に注意が必要。

令和7年4月1日を持って、全国の電子基準点・三角点・水準点の標高成果は改定されました。

⇒衛星測位を基盤とする「測地成果2024」へ改定

「測地成果2011」との具体的な変更点は「標高」になります。

------------------------------------------------------------

経度、緯度：「測地成果2011」と同様。（変更なし）

標高          ：衛星測位を基盤とする最新の値

ネットワーク型RTK-GNSS（VRS方式）について、標高成果改定日をまたいで補正情報を利用する場合、

改定前後の高さ情報が混在しないように留意する必要があります。



1-2：現場での具体的影響
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4月1日以降の現場であれば、「測地成果2024」での提出が求められます。

4月1日前から進行中の現場では、上記のことに注意を払って施工する必要がございます。

測量機器、GNSSの設定

4月1日より、新しい標高体系に合わせるために測量機器やソフトフェアがアップデートされております。

GNSS測量を行う際は、測量機器やソフトフェアの設定の確認を徹底しましょう。

⇒旧ジオイドでの計算を行った場合は、10cm以上の誤差が発生します。

標高データのズレ

現場で既知点を利用する際の標高基準が改定前後のどちらなのか は要確認。

移行期である現状は、特に混在しやすい状況になっております。

図面上のズレ
経緯度の変更はなし、標高のみ変更。

標高が重要な図面では、標高体系の認識違いで大きな手戻りが発生する場合も。

⇒図面上での標高体系の明示、新基準への変換や修正が必要。



2.BIM/CIM活用事例
1.業界動向



2-1-1：業界動向：令和7年度 国土交通省関係予算から
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2025年の公共事業関係費は、5兆2,753億円ですが、

能登半島地震の教訓から、上下水道施設の耐震化に向け、

補助事業が創設。拡充されて110億円が割り当てされました。

※出展：国土交通省令和7年予算決定概要：令和6年12月



2-1-2：業界動向：測量コンサル・建設業（BIM/CIM）
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実施件数が最も多かった項目

義務項目 出来上がり全体イメージ

推奨項目 施工ステップの確認

義務項目 現場作業員への説明

推奨項目 施工ステップの確認

業務

工事

BIM/CIM義務項目・推奨項目実施状況

H24年より進められてきている 「BIM/CIM」についても昨年度の全面実施を背景に

工事・業務共に大きく件数が増えてきています。



2-1-3：業界動向：BIM/CIM効果のアンケート状況
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2-1-4：業界動向：BIM/CIM活用事例の充実
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活用事例においても、多種多様な内容が蓄積されておりますので、

これから実施されるお客様においても、スムーズな取組が可能と思われます。

出展：直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針：別紙1義務項目／推奨項目一覧より



2-1-5：業界動向：i-Construction2.0 施工のオートメーション
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2-1-6：業界動向：i-Con令和6年度の実施状況による報告より
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令和7年度より

ICT活用工事は、

（土工・河川浚渫）

原則化移行



2-1-7：業界動向：オープンデータの政府の動き
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2-1-8：業界動向：デジタルデータを活用した監督・検査等の実施
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2-1-9：業界動向：点群利活用の広まり
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〇建設土木 ：施工管理に活用（土量や出来形）

〇都市計画 ：3Dモデルの都市計画や再開発／景観のシミュレーション

〇文化財 ：文化財や歴史的建造物をデジタル保存や損傷確認。

〇災害対策 ： 被災地を3次元で迅速に把握、復旧計画や避難経路を策定

〇農業    ：生育状況のモニタリングや、土壌の高低差解析を実施

〇環境保護 ：樹木を3次元にて森林管理を行い、生態系の変化を確認

〇医療 ：患者の体を3D化し、義手やリハビリの進捗を見る

〇映像 ：リアルな3Dモデルを作成し映画等に活用

〇VR ：現実世界の構造物をVR化

〇物流関係 ：棚や商品配置を3次元化し効率的な倉庫管理を実施

〇搬入経路 ：大型機器の経路確認や 自動運搬ロボットの移動

応用発展

点群の利活用が広まってきております。⇒点群技術の一般化によるコスト減が見込める。

VR装着中



2.BIM/CIM活用事例
2.BIM/CIM実施方針2025



2-2：BIM/CIMとは
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従来の２次元図面を用いた建設生産・管理プロセスを見直し、

３次元モデル等を活用することで、

品質確保・向上とともに生産性向上の実現に取り組むこと。

[出典]初めてのBIM/CIM 国土交通省大臣官房 技術調査課

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcim1stGuide_R0109___hidaritojiryomen_0909.pdf


2-2-1：BIM/CIM実施方針について（2025）
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• BIM/CIM 適用の目的

• BIM/CIM 適用の対象範囲

• BIM/CIM の実施内容等(NEW)

• 3次元モデルの活用

• 3次元モデル作成に必要な経費

• プロセスを横断したデータ連携(NEW)

• DS(Data-Sharing)による情報の適切な引継ぎについて(NEW)

• 適用時期

• その他



2-2-2：BIM/CIM適用の目的
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BIM/CIM の導入の目的は、情報をデジタルデータとして統合管理すること
で、建設生産・管理システム全体の効率化を図ること



2-2-2：BIM/CIM適用の目的
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関係者間の相互理解の促進や合意形成、意思決定の円滑化

機械判読可能なデータとすることで省人化や生産性向上を図る

省人化・生産性向上・品質確保に取り組む



2-2-3：BIM/CIM適用の対象範囲
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国土交通省直轄土木業務・工事において、調査、測量、設計で得られた

情報を積算、施工及び維持管理等の後段階へ伝達することを対象範囲とする。

設計業務で作成された設計データを土木工事で活用する



2-2-4：BIM/CIM計画書及び報告書内容
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１）業務/工事概要

２）整理すべき課題

３）BIM/CIM の実施内容（３次元モデルの活用内容、期待する効果等）

４）３次元モデルの作成仕様（作成範囲、詳細度、属性情報、別業務等で作成された３次元モデルの仕様等）

５）３次元モデルの作成に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類

６）３次元モデルの閲覧、データ共有ができるソフトウェアの種類、成果物の納品ファイル形式

７）３次元モデルの作成担当者

８）３次元モデルの作成・活用に要する費用

９）後段階への引継事項（データ活用時の留意点、更なる検討が必要な内容、２次元図面との整合等）

10）省人化の効果（前段階から引き継いだデータの活用や、３次元での検討により省人化した効果等）

省人化の効果を意識した計画/報告を行う

実
施
計
画
書

報
告
書



2-2-5：BIM/CIMの実施内容
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３次元モデルを情報の共有伝達に活用する。

BIM/CIMの実施内容や納品方法等を協議し決定する。

義務項目 推奨項目

３次元モデル実施内容

出来上がり全体イメージの確認

特定部の確認や情報伝達 重ね合わせによる確認

現場条件の確認

施工ステップの確認

事業計画の検討

施工計画の検討補助

２次元図面の理解補助

現場作業員等への説明 …etc

※BIM/CIM 取扱要領「附属資料１ 推奨項 目一覧」や過去の取組事例等を参考に協議

…etc 施工管理での活用



2-2-6：BIM/CIM取組事例
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・過去発表資料や、最新事例の検索・閲覧が可能

BIM/CIMポータルサイト(https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimindex.html)

https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimindex.html


2-2-7：3次元モデルの活用
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オブジェクト分類(階層3)は必須

３次元モデルの作成、活用にあたっては後段階での活用を念頭に

３次元モデルと２次元図面の整合に留意する。

機械判読可能なデータとして設定する事とし、少なくとも

３次元形状データが何を表すかを識別する情報を設定する。



2-2-8：3次元モデル作成に必要な経費
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活用内容の実施に必要な経費を計上

なお、発注者が必要と認めるものに限り、費用計上の対象とする

業務・工事に関係のないモデルを作成しない

必ずどこまで作成するかをしっかり協議する

また、後工程での活用を意識したモデル作成を行う



2-2-9：プロセスを横断したデータ連携

© 2025 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved. 27

設計から施工などプロセスを横断してデータを連携

機械判読可能なデータを共有・伝達していくこと

各プロセスで利用可能なデータの整備

すべての３次元データを測量座標系に統合

属性情報はBIM/CIM 取扱要領オブジェクト分類に基づく

属性情報を元にBIM/CIM積算が可能な取り組みを展開



2-2-10：BIM/CIM積算
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IFC形式や積算基準に準拠したデータからの数量計算

３次元モデルから数量自動算出

IFC・XML変換ツール

設計数量管理機能

工事工種体系ツリーコードデータ

属性を持たせる事で

簡単に数量算出を行う



2-2-10：BIM/CIM積算
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2-2-11：DS(Data-Sharing)
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発注者が受注者に設計図書の作成の基となった情報を説明し、

受注者が希望する参考資料（電子データを含む）を貸与する。

関係者へのデータ共有システム

CIMPHONY＋ 参照：BIM/CIM事例集より

工事名

日高自動車道新冠町高江改良工事

発注者

開発局室蘭開発建設部苫⼩牧道路事務所

受注者

株式会社 手塚組

活用概要

クラウド活用によるCCTV カメラ配置計画



2-2-12：その他3次元活用の動き
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全国的に点群や3次元モデルが公開され始めている

点群タイル閲覧サイト

（国土地理院）

東京都デジタルツイン

プロジェクト
VIRTUAL SHIZUOKAG空間情報センター

都市計画や災害対策等多岐にわたる運用を想定

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/#share=s-gju1p6ppJJ2Z6jea
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/


2.BIM/CIM活用事例
3.3次元モデルについて



2-3-1：3次元モデルの種類
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2-3-2：3次元モデルの構造について

© 2025 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved. 34



2-3-3：3次元モデル詳細度
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2-3-4：IFCの注意点

© 2025 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved. 36

実寸でモデルを作成

外部参照へのリンク切れが起こらないよう出力

IFC検定2022に合格したソフトウェアが必要

IFC検定 2022 合格ソフトウェア バージョン 会社名

V-nasClair 2024 川田テクノシステム株式会社

TREND-CORE Ver.9 福井コンピュータ株式会社

Autodesk Revit 2025(JPN)
+ J tool for Revit IFC2X3

2025 オートデスク株式会社

SiTE STRUCTURE Ver 4 株式会社建設システム

BIM/CIM成果品作成時の留意点 令和6年度版より



2-3-5：J-LandXMLの注意点
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LandXML1.2に国内適用するために属性情報を持たせたもの

線形モデルでは線形、横断形状、サーフェスを出力する

線形+横断+サーフェス線形+横断

◆事業段階 ◆道路規格

◆測点間隔 ◆クロソイドパラメータ 

◆横断構成要素の表現

◆道路構造令に準拠した片勾配

◆拡幅すりつけ、センターシフト

◆幅杭 ◆土工数量情報 ◆地質情報

◆サーフェス区分

国内の道路・河川 事業に

適用するために必要な項目

LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準(案)Ver1.6



2-3-6：線形モデルの必要性
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工事において施工方法により3次元モデルの加工が必須



2.BIM/CIM活用事例
4.BIM/CIM取組状況



2-4-1：BIM/CIM推奨項目の実施状況

© 2025 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved. 40

第13回 BIM/CIM推進委員会より



2-4-2：視認性の確認
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2-4-3：重ね合わせによる確認
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データ提供：株式会社 谷黒組様



2-4-4：施工ステップの確認
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2.BIM/CIM活用事例
5.令和7年の取組



2-5-1：令和7年の取組
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3次元モデルと2次元図面の連動

属性情報の活用

設計⇒施工への連携

デジタルデータを活用した監督・検査等の実施について

第13回 BIM/CIM推進委員会より



2-5-2：3次元モデルと2次元図面の連動
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2次元図面と3次元モデルの両方を

別々に作成している事例が多く、5年

かけ3Dベースの設計を一般化

３次元モデルと２次元図面の整合確認方法についてのルール作り 

２次元図面削減についての検討（３次元モデルで代替可能な２次元図面を削減） 
第13回 BIM/CIM推進委員会より



2-5-3：属性情報の活用（BIM/CIM積算）
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詳細な属性情報を設定が求められる

第13回 BIM/CIM推進委員会より



2-5-4：設計⇒施工への連携
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地形に擦り付けたリアルな形状が土工形状モデルだが、

線形モデル同様に施工に利用する施工用モデルが欲しい。

BIM/CIM成果。極小三角網が多い 現況より長めに作成。三角網の数が少ない
建機によってはエラーとなり利用できない 現地トラブルも少なく、利用しやすい

第13回 BIM/CIM推進委員会より



2-5-5：施工ステップの確認
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建設機械にLandXMLが取り込めないケース

• 建設機械がそもそもJ-LandXMLに対応していない

• 三角網の面の裏表が不正

• 三角網が重複している

• 三角網に隙間が空いている

• 三角網に垂直断面が存在する

第13回 BIM/CIM推進委員会より



2-5-6：施工ステップの確認
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技術の進化に発注者側が対応できるよう、

現行基準に無い提案を受けるための事務連絡(令和６年１０月３１日)

現行基準・手法の代替として実施するとして取り扱う

新技術を積極的に活用して効率化を進める

第13回 BIM/CIM推進委員会より

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001842892.pdf


2-5-7：参考資料
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ＢＩＭ/ＣＩＭポータルサイト
(https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/standard.html)

BIM/CIM取扱要領（令和７年３月）

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針（令和７年３月）

デジタルデータを活用した監督・検査等の実施について（試行） 令和６年10月31日

LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）Ver.1.6（略称：J-LandXML）（令和６年４月）

https://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/standard.html
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